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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の端面に開口したスロットの内部に複数の第１接続端子を配列し、所定の外形と厚
さを有する略矩形の第１カードと、露出した複数の第２接続端子を配列し、第１カードに
比べて、外形が小さく厚さも薄く形成された略矩形の第２カードと、を挿入可能なカード
用コネクタであって、
　前記第１カード又は前記第２カードが挿抜される凹部を有する板状のハウジングと、
　前記ハウジングの凹部を覆うカバー板と、
　前記ハウジングの奥部に配置され、前記凹部の開口に向かって突出すると共に、前記第
１カードのスロットに挿入可能なヘッダに覆われた複数のコンタクトと、
　前記凹部の片翼に配置され、前記凹部に挿入された前記第１カードを排出可能なプッシ
ュ・プッシュ形のイジェクト機構と、を備え、
　前記イジェクト機構は、前記ハウジングの一方の側壁に沿って移動する帯板状のスライ
ド部材を有し、
　前記スライド部材は、前記凹部の片翼側から当該凹部の中央部に向かって突出し、前記
第１カード又は前記第２カードの先端縁に当接する係合爪を有し、
　前記係合爪は、前記第２カードを前記凹部に挿入すると、当該第２カードが乗り上げる
傾斜面をカード当接面に有し、
　前記第１カードを前記凹部に挿入すると、前記係合爪が複数の前記コンタクトの下方に
移動して、前記第１接続端子が前記コンタクトに接続し、
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　前記第２カードを前記凹部に挿入すると、当該第２カードの先端縁が前記ヘッダの先端
縁に当接して、当該第２カードの進入を阻止するカード用コネクタ。
【請求項２】
　前記第１カードは、一方の側面途上に切り欠かれた方形の溝部を有し、
　前記スライド部材は、基端部が当該スライド部材に固定され、前記第１カードの一方の
側面に弾性をもって付勢すると共に、前記第１カードの溝部に出入り可能なＶ字状に屈曲
された屈曲部を有する片持ち状の板ばねを備えている請求項１記載のカード用コネクタ。
【請求項３】
　前記スライド部材は、ハート状のカム溝を一方の側面に有し、
　前記イジェクト機構は、
　前記ハウジングに保持され、前記スライド部材を前記第１カードが排出される方向に力
を付勢する圧縮コイルばねと、
　一端部が前記ハート状のカム溝に連結し、他端部が前記ハウジングの側面に回動自在に
支持される案内棒と、を更に有する請求項１又は２記載のカード用コネクタ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カード用コネクタに関する。特に、正規のカードとは外形と厚さが異なる異
種類のカードをコネクタに誤挿入した場合に、異種類のカードによる不正確な接続を阻止
するカード用コネクタの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カード型の記憶装置であるメモリカードは、記憶媒体としてフラッシュメモリを採用し
ている。メモリカードは、非常に小型であり、データの読み書きに殆んど電力を消費しな
いという利点がある。又、メモリカードは、データの読み書きにＦＤやＭＯなどのように
駆動装置を必要としないというメリットがあるため、消費電力や携帯性が重要視される、
例えば、デジタルカメラの記録メディアとして普及している。
【０００３】
　近年のデジタルカメラは、電子シャッターを用いた高速連写が可能となっている。この
ため、高速連写対応型のデジタルカメラは、通常の撮像用のＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇ
ｉｔａｌ）カードと、高速連写用の書き込み速度の速いＸＱＤ（登録商標）カードとが別
々に挿入可能な二つのカード用コネクタを備えている。例えば、これらのカード用コネク
タは、プリント基板を間にして、プリント基板の両面に実装されている。
【０００４】
　ＳＤカードとＸＱＤカードとは、外形と厚さが異なっている。ＸＱＤカードに比べて、
ＳＤカードは外形が小さく、その厚さも薄く形成されている。このような外形と厚さが異
なる多種類のカードを一つのカード用コネクタに装着可能なカード用コネクタが開示され
ている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　特許文献１によるカード用コネクタは、コネクタ本体とカバー部材とによって形成され
るハウジングが仕切り板によって上下に仕切られ、ＳＤカードとメモリスティックデュオ
（登録商標）カードとを選択的に装着可能になっている。このカード用コネクタに備わる
イジェクト機構は、ハウジングの上段に位置し、ＳＤカードの前端面に係合するカード押
出部と、ハウジングの下段に位置し、カード押出部の下部より突出し、メモリスティック
デュオカードの前端面に当接する張出部を有している。張出部は、ＳＤカードとメモリス
ティックデュオカードが、カード用コネクタに装着された際に、カード用コネクタからカ
ード後端面が突出する量を一致させるために、カード押出部より前方（カード挿入口側）
に突出している。
【０００６】
　しかし、特許文献１によるカード用コネクタは、メモリスティックデュオカードの前端
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面に当接する張出部が仕切り板及びハウジング底面と干渉しないよう、張出部と仕切り板
及びハウジング底面との間に所定の隙間が形成されている。そのため、張出部の高さが低
くなり、張出部がカードの前端面の一部にしか当接せず、カード挿入時又は排出時にカー
ドと張出部との当接が外れ易くなる。張出部とカードとの当接が外れてしまうと、カード
の前端が張出部と仕切り板又はハウジング底面との間の隙間内に入り込んでしまい、カー
ドの正常な挿入又は排出が妨げられ、又はカード及びイジェクト機構が損傷する心配があ
った。
【０００７】
　上述した不具合を解消するため、大きさの異なる第１及び第２のカードを装着でき、安
定したカード挿入及びカード排出が可能であり、低背化が可能となるカード用コネクタが
開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００８】
　特許文献２によるカード用コネクタは、複数のコンタクト、第１のカードの幅を検出し
て第１の位置から第２の位置へ移動し得るロック金具、第２のカードが通過し得る通過開
口を少なくとも含む、第１の位置から第２の位置へ回転可能なアクチュエータ、第１の位
置から第２の位置へ移動可能であって、第１及び第２のカードを上下に振り分ける仕切り
板、及び第１及び第２のカードに当接し得るカード当接部材を少なくとも有するイジェク
ト機構を備え、カード当接部材は、第１及び第２のカードそれぞれの前端面に当接し得る
第１及び第２のカード押圧面を有し、第２のカード押圧面は、可動金属部材に形成されて
おり、可動金属部材は、第２のカード押圧面が第１の位置にあるとき、第１のカード押圧
面を覆い隠すように形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００４－２０６９６３号公報
【特許文献２】特開２０１２－１７４６４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　特許文献１又は特許文献２によるカード用コネクタは、カードの端部に露出した金属箔
からなる接続端子にカンチレバーコンタクトが接触するように構成している。しかしなが
ら、ＸＱＤカードは、端面に開口したスロットの内部に接続端子を配列している。したが
って、特許文献１又は特許文献２に開示されたカード用コネクタの構造を用いて、ＳＤカ
ードとＸＱＤカードを共用することは困難であり、前述したように、ＳＤカード用のカー
ド用コネクタとＸＱＤカード用のカード用コネクタをプリント基板の両面に実装すること
が好ましい。
【００１１】
　一方、前述したように、ＸＱＤカードに比べて、ＳＤカードは外形が小さく、その厚さ
も薄く形成されているので、ＸＱＤカード用のカード用コネクタにＳＤカードを誤挿入す
ることが可能になっている。この場合、ＳＤカードがカード用コネクタの奥部に配置され
たコンタクトを損傷させる心配がある。正規のカードとは外形と厚さが異なる異種類のカ
ードをコネクタに誤挿入した場合に、異種類のカードによる不正確な接続を阻止するカー
ド用コネクタが求められている。そして、以上のことが本発明の課題といってよい。
【００１２】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、正規のカードとは外形と厚さ
が異なる異種類のカードをコネクタに誤挿入した場合に、異種類のカードによる不正確な
接続を阻止するカード用コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者らは、端面に開口したスロットの内部に第１接続端子を配列した第１カードが
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挿入される凹部を有するハウジングと、ハウジングを覆うカバー板と、ハウジングの奥部
に配置され、第１カードのスロットに挿入可能なヘッダに覆われた複数のコンタクトと、
挿入されたカードを排出可能なプッシュ・プッシュ形のイジェクト機構とで、カード用コ
ネクタを構成し、イジェクト機構を構成するＬ字状のスライド部材の係合爪に傾斜面を形
成し、第１カードに比べて、外形が小さく厚さも薄く形成された第２カードを誤挿入した
場合に、第２カードが係合爪を乗り上げて、ヘッダの前面に当接することで、複数のコン
タクトに接触困難に、カード用コネクタを構成することにより、この課題が解決可能なこ
とを見出し、これに基づいて、以下のような新たなカード用コネクタを発明するに至った
。
【００１４】
　（１）　一方の端面に開口したスロットの内部に複数の第１接続端子を配列し、所定の
外形と厚さを有する略矩形の第１カードと、露出した複数の第２接続端子を配列し、第１
カードに比べて、外形が小さく厚さも薄く形成された略矩形の第２カードと、を挿入可能
なカード用コネクタであって、前記第１カード又は前記第２カードが挿抜される凹部を有
する板状のハウジングと、前記ハウジングの凹部を覆うカバー板と、前記ハウジングの奥
部に配置され、前記凹部の開口に向かって突出すると共に、前記第１カードのスロットに
挿入可能なヘッダに覆われた複数のコンタクトと、前記凹部の片翼に配置され、前記凹部
に挿入された前記第１カードを排出可能なプッシュ・プッシュ形のイジェクト機構と、を
備え、前記イジェクト機構は、前記ハウジングの一方の側壁に沿って移動する帯板状のス
ライド部材を有し、前記スライド部材は、前記凹部の片翼側から当該凹部の中央部に向か
って突出し、前記第１カード又は前記第２カードの先端縁に当接する係合爪を有し、前記
係合爪は、前記第２カードを前記凹部に挿入すると、当該第２カードが乗り上げる傾斜面
をカード当接面に有し、前記第１カードを前記凹部に挿入すると、前記係合爪が複数の前
記コンタクトの下方に移動して、前記第１接続端子が前記コンタクトに接続し、前記第２
カードを前記凹部に挿入すると、当該第２カードの先端縁が前記ヘッダの先端縁に当接し
て、当該第２カードの進入を阻止するカード用コネクタ。
【００１５】
　（１）の発明によるカード用コネクタは、所定の外形と厚さを有する略矩形の第１カー
ドと、第１カードに比べて、外形が小さく厚さも薄く形成された略矩形の第２カードと、
を挿入できる。そして、第１カードは、一方の端面に開口したスロットの内部に複数の第
１接続端子を配列している。一方、第２カードは、露出した複数の第２接続端子を配列し
ている。
【００１６】
　（１）の発明によるカード用コネクタは、板状のハウジングとカバー板を備えている。
ハウジングは、第１カード又は第２カードが挿抜される凹部を有している。カバー板は、
ハウジングの凹部を覆っている。
【００１７】
　又、（１）の発明によるカード用コネクタは、ヘッダに覆われた複数のコンタクトとプ
ッシュ・プッシュ形のイジェクト機構を備えている。ヘッダは、ハウジングの奥部に配置
され、凹部の開口に向かって突出すると共に、第１カードのスロットに挿入できる。イジ
ェクト機構は、凹部の片翼に配置され、凹部に挿入された第１カードを排出できる。
【００１８】
　イジェクト機構は、帯板状のスライド部材を有している。スライド部材は、ハウジング
の一方の側壁に沿って移動できる。スライド部材は、係合爪を有している。係合爪は、凹
部の片翼側から凹部の中央部に向かって突出している。又、係合爪は、第１カード又は第
２カードの先端縁に当接できる。
【００１９】
　係合爪は、第２カードを凹部に挿入すると、第２カードが乗り上げる傾斜面をカード当
接面に有している。第１カードを凹部に挿入すると、係合爪が複数のコンタクトの下方に
移動して、第１接続端子がコンタクトに接続できる。一方、第２カードを凹部に挿入する
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と、第２カードの先端縁がヘッダの先端縁に当接して、第２カードの進入を阻止できる。
【００２０】
　ハウジングは、絶縁性を有している。絶縁性のハウジングとは、非導電性の材料からな
るハウジングのことであってよく、非導電性の合成樹脂を成形して、所望の形状のハウジ
ングを得ることができる。
【００２１】
　ハウジングの凹部には、複数のコンタクトを並設配置してよく、このコネクタが実装さ
れるプリント基板と第１カードとを電気的に接続できる。コンタクトは導電性を有してお
り、導電性の金属板を打ち抜き加工又は折り曲げ加工して、所望の形状の導電性のコンタ
クトを得ることができる。コンタクトは、加工の容易性や、ばね特性、導電性などを考慮
すれば、例えば、銅合金が好ましく用いられるが、銅合金に限定されない。
【００２２】
　一般に、カードは、絶縁性のプラスチック筐体の内部にＩＣチップが収納されている。
このＩＣチップは、例えば、筐体の表面に貼り付けられた複数の金属箔に接続されている
。そして、並設配置された複数の金属箔がカードの接続端子となっている。個別のコンタ
クトは、個別の接続端子と一対一に接続されてよく、機械的及び電気的に接続する。
【００２３】
　コンタクトは、ばねの働きが片持ち梁であるカンチレバーコンタクトが好ましく用いら
れる。コンタクトは、弾性アームと固定アームで構成されてよく、弾性アームは、ヘッダ
の底面に配置され、第１カードに形成された第１接続端子に接触する接点を設けてよく、
固定アームは、凹部を構成する対向壁に圧入して固定することができる。リード部を固定
アームの端部に形成してもよく、このリード部をプリント基板にはんだ接合することによ
り、このカード用コネクタを表面実装用コネクタとすることができる。
【００２４】
　ハウジングは、一方の側壁と、一方の側壁と直交して第１カードの先端縁が対向する対
向壁を有してよく、一方の側壁及びカバー板の他方の折り曲げ片と対向壁で囲われた薄直
方体状の空間を「第１カード又は第２カードが挿抜される凹部」と規定できる。又、カー
ド保持部とすることもできる。そして、この凹部がカバー板で覆われることにより、対向
壁と対向してカードが挿入される長方形の開口が形成される。対向する一方の側壁と他方
の折り曲げ片の距離は、第１カードの幅よりも僅かに広く、対向する一方の側壁と他方の
折り曲げ片によりカードの姿勢（傾き）が規制され、一方の端面に開口したスロットの内
部に配列された第１接続端子とコンタクトとが正しく位置合わせできる。
【００２５】
　カバー板は、金属薄板からなり、展開された金属薄板を成形加工することにより、所望
の形状のカバー板を得ることができる。カバー板は、導電性の金属薄板からなることが好
ましく、カバー板がハウジングを覆うことにより、シールド（電磁遮蔽）の効果を得るこ
とができる。
【００２６】
　カバー板は、両翼が直角に折り曲げ加工されてよく、これらの折り曲げ片に略矩形穴を
形成し、ハウジングの両側面に突出するランスに係止するようにしてもよい。又、プリン
ト基板にはんだ接合されるリード片をカバー板に設けてよく、プリント基板との接合強度
を補強でき、リード片をプリント基板のグラウンドに接地することもできる。
【００２７】
　スライド部材は、凹部の一方の片翼に配置されている。凹部の片翼には、スライド部材
を移動可能に案内する案内溝部を設けている。そして、スライド部材は、案内溝部に規制
されて、カードの挿抜方向と平行する方向に進退できる。スライド部材は、案内溝部の領
域内では、進退する直線運動のみが許容される。
【００２８】
　（１）の発明によるカード用コネクタは、第１カード又は第２カードの先端縁に当接す
る係合爪を有し、係合爪は、第２カードを凹部に挿入すると、第２カードが乗り上げる傾



(6) JP 5952162 B2 2016.7.13

10

20

30

40

50

斜面をカード当接面に有しているので、第２カードを凹部に挿入すると、第２カードの先
端縁がヘッダの先端縁に当接して、第２カードの進入を阻止できる。そして、コンタクト
を保護できる。
【００２９】
　（２）　前記第１カードは、一方の側面途上に切り欠かれた方形の溝部を有し、前記ス
ライド部材は、基端部が当該スライド部材に固定され、前記第１カードの一方の側面に弾
性をもって付勢すると共に、前記第１カードの溝部に出入り可能なＶ字状に屈曲された屈
曲部を有する片持ち状の板ばねを備えている（１）記載のカード用コネクタ。
【００３０】
　（２）の発明によるカード用コネクタは、第１カードが方形の溝部を有している。この
溝部は、第１カードの一方の側面途上に切り欠かれている。又、（２）の発明によるカー
ド用コネクタは、スライド部材が片持ち状の板ばねを備えている。
【００３１】
　板ばねは、基端部がスライド部材に固定されている。板ばねは、第１カードの一方の側
面に弾性をもって付勢すると共に、第１カードの溝部に出入り可能なＶ字状に屈曲された
屈曲部を有している。
【００３２】
　第１カードを凹部に挿入すると、屈曲部が変形された後に復帰して、屈曲部を第１カー
ドの溝部に進入できる。第１カードが凹部から排出される過程では、板ばねの屈曲部が第
１カードの溝部に係合して、第１カードの飛び出しを防止できる。
【００３３】
　（３）　前記スライド部材は、ハート状のカム溝を一方の側面に有し、前記イジェクト
機構は、前記ハウジングに保持され、前記スライド部材を前記第１カードが排出される方
向に力を付勢する圧縮コイルばねと、一端部が前記ハート状のカム溝に連結し、他端部が
前記ハウジングの側面に回動自在に支持される案内棒と、を更に有する（１）又は（２）
記載のカード用コネクタ。
【００３４】
　（３）の発明によるカード用コネクタは、スライド部材がハート状のカム溝を一方の側
面に有している。又、（３）の発明によるカード用コネクタは、イジェクト機構が圧縮コ
イルばねと案内棒を更に有している。
【００３５】
　圧縮コイルばねは、ハウジングに保持されている。又、圧縮コイルばねは、スライド部
材を第１カードが排出される方向に力を付勢している。案内棒は、その一端部がハート状
のカム溝に連結している。案内棒は、その他端部がハウジングの側面に回動自在に支持さ
れている。
【００３６】
　（３）の発明によるカード用コネクタは、案内棒の一端部がハート状のカム溝の始点に
係止しているときは、板ばねの屈曲部の先端部が凹部に僅かに突出するように配置されて
いる。第１カードを凹部に挿入すると、第１カードの先端縁が係合爪に当接する。
【００３７】
　第１カードを更に挿入すると、板ばねの屈曲部が第１カードの溝部に入り込む。そして
、圧縮コイルばねの付勢力に抗して、スライド部材が挿入方向に平行移動するのに連動し
て、案内棒の一端部がハート状のカム溝の行き行程を移動する。
【００３８】
　案内棒の一端部がハート状のカム溝の頂点に形成されたＶ字溝に係止することにより、
スライド部材が位置固定される。そして、板ばねの屈曲部が第１カードの溝部に入り込ん
でいることにより、第１カードの装着状態が維持される。このようにして、（３）の発明
によるカード用コネクタは、第１カードをロックできる。
【発明の効果】
【００３９】
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　本発明によるカード用コネクタは、第１カード又は第２カードの先端縁に当接する係合
爪を有し、係合爪は、第２カードを凹部に挿入すると、第２カードが乗り上げる傾斜面を
カード当接面に有しているので、第２カードを凹部に挿入すると、第２カードの先端縁が
ヘッダの先端縁に当接して、第２カードの進入を阻止できる。そして、コンタクトを保護
できる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜視図であり、図１（
Ａ）は、第１カードを挿入する前の状態図、図１（Ｂ）は、第１カードを挿入した状態図
である。
【図２】前記実施形態によるカード用コネクタに適合する第１カードの構成を示す図であ
り、図２（Ａ）は、第１カードの平面図、図２（Ｂ）は、第１カードの左側面図である。
【図３】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す平面図である。
【図４】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す正面図である。
【図５】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す下面図である。
【図６】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す平面図であり、カバー板を取
り外した状態図である。
【図７】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜視図であり、カバー板を取
り外した状態図である。
【図８】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜視分解組立図である。
【図９】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜視図であり、第２カードが
係合爪に形成された傾斜面を乗り上げた直後の状態図である。
【図１０】前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜視図であり、第２カード
が係合爪に形成された傾斜面を乗り上げた後に、第２カードの先端縁がヘッダの先端縁に
当接した状態図である。
【図１１】前記実施形態によるカード用コネクタの縦断面図であり、図１１（Ａ）は、第
１カードをカード用コネクタに挿入する直前の状態図、図１１（Ｂ）は、第１カードをカ
ード用コネクタに挿入して第１カードの先端縁が係合爪に当接した状態図、図１１（Ｃ）
は、図１１（Ｂ）の状態から第１カードを更に挿入した状態図、図１１（Ｄ）は、第１カ
ードの第１接続端子がコンタクトに接続した状態図である。
【図１２】前記実施形態によるカード用コネクタの縦断面図であり、図１２（Ａ）は、第
２カードをカード用コネクタに挿入する直前の状態図、図１２（Ｂ）は、第２カードをカ
ード用コネクタに挿入して第２カードの先端縁が係合爪に当接した状態図、図１２（Ｃ）
は、第２カードが係合爪に形成された傾斜面を乗り上げた直後の状態図、図１２（Ｄ）は
、第２カードが係合爪に形成された傾斜面を乗り上げた後に、第２カードの先端縁がヘッ
ダの先端縁に当接した状態図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための形態を説明する。
　［カード用コネクタの構成］
　最初に、本発明の一実施形態によるカード用コネクタの構成を説明する。
【００４２】
　図１は、本発明の一実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜視図であり、図１
（Ａ）は、第１カードを挿入する前の状態図、図１（Ｂ）は、第１カードを挿入した状態
図である。図２は、前記実施形態によるカード用コネクタに適合する第１カードの構成を
示す図であり、図２（Ａ）は、第１カードの平面図、図２（Ｂ）は、第１カードの左側面
図である。
【００４３】
　図３は、前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す平面図である。図４は、前
記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す正面図である。図５は、前記実施形態に
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よるカード用コネクタの構成を示す下面図である。
【００４４】
　図６は、前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す平面図であり、カバー板を
取り外した状態図である。図７は、前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜
視図であり、カバー板を取り外した状態図である。図８は、前記実施形態によるカード用
コネクタの構成を示す斜視分解組立図である。
【００４５】
　（第１カード及び第２カードの構成）
　図１を参照して、本発明の一実施形態によるカード用コネクタ（以下、コネクタと略称
する）１０は、所定の外形と厚さを有する正規の略矩形の第１カード５を挿入できる（図
２参照）。一方、コネクタ１０は、第１カード５に比べて、外形が小さく厚さも薄く形成
された非正規の略矩形の第２カード６を挿入することもできる（図９又は図１０参照）。
【００４６】
　図２を参照して、第１カード５は、例えば、ＸＱＤ（登録商標）カードであり、一方の
端面に開口したスロット５ｓの内部に複数の第１接続端子５ｔを配列している。又、第１
カード５は、一方の側面５１の途上に切り欠かれた方形の溝部５１ａを有している。一方
、図９又は図１０を参照して、第２カード６は、例えば、ＳＤカードであり、露出した複
数の第２接続端子６ｔを一方の端部に配列している。
【００４７】
　（カード用コネクタの概略構成）
　図１から図８を参照すると、コネクタ１０は、板状のハウジング１とカバー板２を備え
ている。ハウジング１は、第１カード５又は第２カード６が挿抜される凹部１１を形成し
ている。カバー板２は、ハウジング１の凹部１１を覆っている。
【００４８】
　又、図１から図８を参照すると、コネクタ１０は、ヘッダ１２ｈに覆われた複数のコン
タクト３とプッシュ・プッシュ形のイジェクト機構４を備えている。ヘッダ１２ｈは、ハ
ウジング１の奥部に配置され、凹部１１の開口１５に向かって突出すると共に、第１カー
ド５のスロット５ｓに挿入できる（図１１（Ａ）参照）。イジェクト機構４は、凹部１１
の片翼に配置され、凹部１１に挿入された第１カード５又は第２カード６を排出できる。
【００４９】
　図６から図８を参照すると、イジェクト機構４は、帯板状のスライド部材４１を有して
いる。スライド部材４１は、ハウジング１の一方の側壁１３に沿って移動できる。スライ
ド部材４１は、係合爪４１０を有している。係合爪４１０は、凹部１１の片翼側から凹部
１１の中央部に向かって突出している。又、係合爪４１０は、第１カード５又は第２カー
ド６の先端縁に当接できる（図１１（Ｂ）又は図１２（Ｂ）参照）。
【００５０】
　図６から図８を参照すると、係合爪４１０は、第２カード６を凹部１１に挿入すると、
第２カード６が乗り上げる傾斜面４１ｓをカード当接面に有している（図９又は図１０参
照）。一方、第１カード５を凹部１１に挿入すると、係合爪４１０が複数のコンタクト３
の下方に移動して、第１接続端子５ｔがコンタクト３に接続できる（図１１（Ｄ）参照）
。
【００５１】
　（イジェクト機構の構成）
　図６から図８を参照すると、スライド部材４１は、片持ち状の板ばね４２を備えている
。板ばね４２は、基端部がスライド部材４１に固定されている。板ばね４２は、スライド
部材４１と一体に移動できる。又、板ばね４２は、第１カード５の一方の側面５１に弾性
をもって付勢すると共に、第１カード５の溝部５１ａに出入り可能なＶ字状に屈曲された
屈曲部４２ａを有している（図２参照）。
【００５２】
　図１又は図６から図８を参照して、第１カード５を凹部１１に挿入すると、板ばね４２
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の屈曲部４２ａが変形された後に復帰して、屈曲部４２ａを第１カード５の溝部５１ａに
進入できる。第１カード５が凹部１１から排出される過程では、板ばね４２の屈曲部４２
ａが第１カード５の溝部５１ａに係合して、第１カード５の飛び出しを防止できる。
【００５３】
　図７又は図８を参照すると、スライド部材４１は、ハート状のカム溝４１ａを一方の側
面に形成している。又、イジェクト機構４は、圧縮コイルばね４３と案内棒４４を更に有
している。
【００５４】
　図７又は図８を参照すると、圧縮コイルばね４３は、ハウジング１に保持され、スライ
ド部材４１を第１カード５又は第２カード６が排出される方向に力を付勢している。案内
棒４４は、その一端部４４ａがハート状のカム溝４１ａに連結している。又、案内棒４４
は、その他端部４４ｂがハウジング１に回動自在に支持されている。
【００５５】
　図８を参照すると、凹部１１の片翼は、第１案内溝部１１ｇ、第２案内溝部１２ｇ、及
び隔壁１３ｇを含んでいる。第１案内溝部１１ｇには、圧縮コイルばね４３に付勢されて
、スライド部材４１が凹部１１の開口側に停止される。又、第１案内溝部１１ｇは、板ば
ね４２の屈曲部４２ａの先端部が凹部１１に僅かに突出するように、スライド部材４１を
傾斜状態で保持する（図６参照）。第２案内溝部１２ｇは、第１案内溝部１１ｇに連通し
ている。又、第２案内溝部１２ｇは、板ばね４２の屈曲部４２ａが第１カード５の溝部５
１ａに係合した状態で、スライド部材４１の直線運動を確保させる。
【００５６】
　図８を参照すると、実体として、第１案内溝部１１ｇ及び第２案内溝部１２ｇと凹部１
１とは、四角柱状に延びるガイド１４ｇによって、区画されている。そして、スライド部
材４１は、その側壁４１ｗがガイド１４ｇに案内されて、スライド部材４１の直線運動が
確保できる。なお、第２案内溝部１２ｇの一部の領域内では、スライド部材４１は傾動す
ることもできる。
【００５７】
　図６又は図７を参照すると、隔壁１３ｇは、第１案内溝部１１ｇと凹部１１とを隔てる
ように、凹部１１の奥側に向かって僅かに突出している。スライド部材４１が凹部１１の
奥側に移動すると、スライド部材４１の端部が隔壁１３ｇを乗り越えてスライド部材４１
の傾斜状態が矯正される。
【００５８】
　（コンタクトの構成）
　図３から図６を参照すると、ハウジング１の凹部１１には、複数のコンタクト３を並設
配置している。これらのコンタクト３は、コネクタ１０が実装されるプリント基板１ｐと
第１カード５とを電気的に接続できる（図１参照）。
【００５９】
　図２又は図６を参照すると、第１カード５は、絶縁性のプラスチック筐体の内部にＩＣ
チップ（図示せず）が収納されている。このＩＣチップは、スロット５ｓの内部に貼り付
けられた複数の金属箔に接続されている。そして、並設配置された複数の金属箔が第１カ
ード５の第１接続端子５ｔとなっている。個別のコンタクト３は、個別の第１接続端子５
ｔと一対一に接続されてよく、機械的及び電気的に接続する。
【００６０】
　図３から図６及び図１１を参照すると、コンタクト３は、ばねの働きが片持ち梁である
カンチレバーコンタクトを用いている。コンタクト３は、弾性アームと固定アームで構成
され、弾性アームは、ヘッダ１２ｈの底面に配置され、第１カード５に形成された第１接
続端子５ｔに接触する接点を設けている。固定アームは、凹部１１を構成する対向壁１４
に圧入して固定している。コンタクト３は、固定アームの端部にリード部３ｒを形成して
おり、リード部３ｒをプリント基板１ｐにはんだ接合することにより、実施形態によるコ
ネクタ１０を表面実装用コネクタとすることができる（図１参照）。
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【００６１】
　（ハウジングの構成）
　図３又は図６から図８を参照すると、ハウジング１は、一方の側壁１３と、一方の側壁
１３と直交して第１カード５の先端縁が対向する対向壁１４を有している。一方の側壁１
３及びカバー板２の他方の折り曲げ片２２と、対向壁１４で囲われた薄直方体状の空間を
「第１カード５又は第２カード６が挿抜される凹部１１」と規定できる。又、カード保持
部とすることもできる。
【００６２】
　図４から図８を参照すると、ハウジング１の凹部１１がカバー板２で覆われることによ
り、対向壁１４と対向して第１カード５又は第２カード６が挿入される長方形の開口１５
が形成される。対向する一方の側壁１３と他方の折り曲げ片２２の距離は、第１カード５
の幅よりも僅かに広く、対向する一方の側壁１３と他方の折り曲げ片２２により第１カー
ド５の姿勢が規制され、第１カード５の第１接続端子５ｔとコンタクト３とが正しく位置
合わせできる。
【００６３】
　（カバー板の構成）
　図１又は図３から図４を参照すると、カバー板２は、主面板２１の両翼が直角に折り曲
げ加工されている。そして、カバー板２は、一対の折り曲げ片２２・２２に複数の略矩形
穴２２ｈを開口している。これらの略矩形穴２２ｈは、ハウジング１の一方の側壁１３及
び対向壁１４の側面に突出する複数のランス１ｒに係止できる（図６から図８参照）。
【００６４】
　又、図１又は図３から図５を参照すると、カバー板２は、プリント基板１ｐにはんだ接
合される複数のリード片２ｒを設けている。これらのリード片２ｒがプリント基板１ｐに
はんだ接合されることにより、プリント基板１ｐとの接合強度を補強でき、これらのリー
ド片２ｒをプリント基板１ｐのグラウンドに接地することもできる。
【００６５】
　図１又は図３から図５を参照すると、カバー板２の主面板２１は、一対の板ばね片２ａ
・２ａを有している。板ばね片２ａは、第１カード５がハウジング１の凹部１１の底面に
向かう力を付勢している。板ばね片２ａは、第１カード５の表面を傷つけないように、比
較的弱い力で第１カード５の表面を付勢している。
【００６６】
　（スライド部材の構成）
　図６から図８を参照すると、スライド部材４１は、凹部１１の一方の片翼に配置されて
いる。凹部１１の片翼には、スライド部材４１を移動可能に案内する第２案内溝部１２ｇ
を設けている。そして、スライド部材４１は、第２案内溝部１２ｇに規制されて、第１カ
ード５の挿抜方向と平行する方向に進退できる。スライド部材４１は、第２案内溝部１２
ｇの領域内では、進退する直線運動のみが許容されている。
【００６７】
　図６から図８を参照すると、スライド部材４１の側壁４１ｗは、部分的には、第１カー
ド５の姿勢（傾き）を規制する一方の側壁として機能でき、第１カード５の姿勢（傾き）
を規制する他方の側壁は、第１カード５の他方の側面５２を案内する、カバー板２に設け
た他方の折り曲げ片２２が代行している（図３から図５参照）。
【００６８】
　図８を参照すると、スライド部材４１の端部には、圧縮コイルばね４３の一部を保持す
る円筒穴４ｈが穿設されている。一方、ハウジング１には、円筒穴４ｈに対向し、圧縮コ
イルばね４３の内部に入る棒状突起１ｔが形成されている。
【００６９】
　図６から図８を参照すると、圧縮コイルばね４３の両コイル端部を円筒穴４ｈと棒状突
起１ｔとの間に装架することにより、スライド部材４１を第１カード５又は第２カード６
が排出される方向に力を付勢することができる。第１カード５又は第２カード６が凹部１



(11) JP 5952162 B2 2016.7.13

10

20

30

40

50

１に挿入されない状態では、スライド部材４１は、圧縮コイルばね４３に付勢されて、傾
斜した状態で、凹部１１の開口１５側（第１案内溝部１１ｇ）に停止している。
【００７０】
　図８を参照すると、案内棒４４の両端部は、略直角に屈折されている。図７を参照する
と、案内棒４４の一端部４４ａは、スライド部材４１の側面に穿設されたハート状のカム
溝４１ａに連結している。一方、案内棒４４の他端部４４ｂは、一方の側壁１３の先端部
側に形成された穴１１ｈに挿入され、回動自在に支持されている。そして、案内棒４４の
一端部４４ａは、ハート状のカム溝４１ａに従動できる。
【００７１】
　図６から図８を参照すると、ハート状のカム溝４１ａを有するスライド部材４１を動節
となるカムとし、案内棒４４を従動節とすれば、スライド部材４１と案内棒４４とは、カ
ムと従動節が相対変位するカム装置を構成している。又、ハート状のカム溝４１ａは、ハ
ート状の軌跡を描く平面曲線のみならず、ハート状のカム溝４１ａの底面が段差又は斜面
となる連続軌跡を含む空間曲線となっている。スライド部材４１と案内棒４４は、いわゆ
る立体カム装置を構成している。
【００７２】
　図８を参照すると、ハート状のカム溝４１ａは、始点４ｓからの行き行程の軌跡と始点
４ｓに戻る帰り行程の軌跡とを描いている。ハート状のカム溝４１ａの軌跡は、案内棒４
４の一端部４４ａが部分的に逆行することはあっても、全行程において案内棒４４の一端
部４４ａが逆行しない不可逆の連続軌跡を描いている。
【００７３】
　図８を参照すると、ハート状のカム溝４ａは、行き行程の軌跡と帰り行程の軌跡の分岐
点に、Ｖ字状に陥没するＶ字溝４ｖを形成している。案内棒４４の一端部４４ａがＶ字溝
４ｖに係止することにより、圧縮コイルばね４３に付勢されて、第１カード５の装着位置
でスライド部材４１をロックできる。ハート状のカム溝４１ａと案内棒４４で構成するカ
ム装置は、スライド部材４１の一方の停止位置を規定している。
【００７４】
　図６から図８を参照すると、板ばね４２は、基端部をスライド部材４１に圧入して固定
している。板ばね４２は、Ｖ字状に屈曲された屈曲部４２ａが凹部１１に向かって突出す
るようにスライド部材４１に配置されている。板ばね４２とスライド部材４１は、一体と
なって進退する。板ばね４２は、ばねの働きが片持ち梁であってよく、第１カード５が進
退する方向と直交する方向に荷重が作用することによってのみ、弾性変形するように構成
されている。
【００７５】
　［カード用コネクタの作用］
　次に、実施形態によるコネクタ１０の動作を説明しながら、コネクタ１０の作用及び効
果を説明する。先に、正規のカードである第１カード５の装着順序を説明する。
【００７６】
　図９は、前記実施形態によるカード用コネクタの構成を示す斜視図であり、第２カード
が係合爪に形成された傾斜面を乗り上げた直後の状態図である。図１０は、前記実施形態
によるカード用コネクタの構成を示す斜視図であり、第２カードが係合爪に形成された傾
斜面を乗り上げた後に、第２カードの先端縁がヘッダの先端縁に当接した状態図である。
【００７７】
　図１１は、前記実施形態によるカード用コネクタの縦断面図であり、図１１（Ａ）は、
第１カードをカード用コネクタに挿入する直前の状態図、図１１（Ｂ）は、第１カードを
カード用コネクタに挿入して第１カードの先端縁が係合爪に当接した状態図、図１１（Ｃ
）は、図１１（Ｂ）の状態から第１カードを更に挿入した状態図、図１１（Ｄ）は、第１
カードの第１接続端子がコンタクトに接続した状態図である。
【００７８】
　図１２は、前記実施形態によるカード用コネクタの縦断面図であり、図１２（Ａ）は、
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第２カードをカード用コネクタに挿入する直前の状態図、図１２（Ｂ）は、第２カードを
カード用コネクタに挿入して第２カードの先端縁が係合爪に当接した状態図、図１２（Ｃ
）は、第２カードが係合爪に形成された傾斜面を乗り上げた直後の状態図、図１２（Ｄ）
は、第２カードが係合爪に形成された傾斜面を乗り上げた後に、第２カードの先端縁がヘ
ッダの先端縁に当接した状態図である。
【００７９】
　図１１（Ａ）に示された状態から、第１カード５を凹部１１に挿入すると、第１カード
５の先端縁が板ばね４２の屈曲部４２ａに当接する（図６参照）。第１カード５の先端縁
が板ばね４２の屈曲部４２ａに当接した状態では、スライド部材４１は、傾動した姿勢を
維持している（図６参照）。又、第１カード５の先端縁が板ばね４２の屈曲部４２ａに当
接した状態では、案内棒４４の一端部４４ａは、ハート状のカム溝４１ａの始点４ｓに位
置している（図８参照）。
【００８０】
　次に、第１カード５の先端縁が板ばね４２の屈曲部４２ａに当接した状態から、第１カ
ード５を凹部１１の奥側に更に挿入すると、図１１（Ｂ）に示された状態になる。図１１
（Ｂ）に示された状態では、第１カード５の先端縁が係合爪４１０のカード当接面に当接
している。又、図１１（Ｂ）に示された状態では、板ばね４２の屈曲部４２ａが変形され
た後に復帰して、板ばね４２の屈曲部４２ａが第１カード５の溝部５１ａに進入している
（図６参照）。
【００８１】
　次に、図１１（Ｂ）に示された状態から、圧縮コイルばね４３に抗して、第１カード５
を凹部１１の奥側に更に挿入すると、図１１（Ｃ）に示された状態になる。図１１（Ｃ）
に示された状態では、板ばね４２の屈曲部４２ａが第１カード５の溝部５１ａに係合して
おり、スライド部材４１は、凹部１１の奥側に進行している。又、図１１（Ｂ）に示され
た状態から、図１１（Ｃ）に示された状態に移行する過程では、案内棒４４の一端部４４
ａは、ハート状のカム溝４１ａの始点４ｓから行き行程の軌跡に移動している（図７又は
図８参照）。
【００８２】
　又、図１１（Ｂ）に示された状態から、図１１（Ｃ）に示された状態に移行する過程で
は、第１カード５は、凹部１１の底面とカバー板２の主面板２１で板厚方向の動きが規制
されている。したがって、第１カード５は、係合爪４１０の傾斜面４１ｓを乗り上げるこ
となく、係合爪４１０を移動できる。
【００８３】
　図１１（Ｃ）に示された状態から、圧縮コイルばね４３に抗して、第１カード５を凹部
１１の奥側に更に挿入すると、図１１（Ｄ）に示された状態になる。図１１（Ｄ）に示さ
れた状態では、スライド部材４１は、第１案内溝部１１ｇの領域から第２案内溝部１２ｇ
の領域に移動しており、スライド部材４１は、直進運動のみが許容されている。又、図１
１（Ｄ）に示された状態では、係合爪４１０が複数のコンタクト３の下方に移動して、第
１接続端子５ｔがコンタクト３に接続できる。
【００８４】
　又、図８を参照して、スライド部材４１の移動に相対して、案内棒４４の一端部４４ａ
がハート状のカム溝４１ａの頂点に形成されたＶ字溝４ｖに係止することにより、スライ
ド部材４１が位置固定される。この場合、板ばね４２の屈曲部４２ａが第１カード５の溝
部５１ａに入り込んでいることにより、第１カード５の装着状態が維持される。このよう
にして、実施形態によるコネクタ１０は、第１カード５をロックできる。なお、第１カー
ド５の排出順序は、説明を省略する。
【００８５】
　次に、非正規のカードである第２カード６をコネクタ１０に挿入した場合の状態変化を
説明する。
【００８６】



(13) JP 5952162 B2 2016.7.13

10

20

30

　図１２（Ａ）に示された状態から、第２カード６を凹部１１に挿入すると、第２カード
６の先端縁が係合爪４１０のカード当接面に当接している（図１２（Ｂ）参照）。図１２
（Ｂ）に示された状態から、圧縮コイルばね４３に抗して、第２カード６を凹部１１の奥
側に更に挿入すると、図９又は図１１（Ｃ）に示すように、第２カード６は、係合爪４１
０の傾斜面４１ｓを乗り上げることになる。
【００８７】
　図９又は図１１（Ｃ）に示された状態から、第２カード６を凹部１１の奥側に更に挿入
すると、第２カード６は、係合爪４１０を乗り越えて移動する。第２カード６の先端縁が
ヘッダ１２ｈの先端縁に当接して、第２カード６の進入を阻止できる（図１０又は図１１
（Ｄ）参照）。そして、第２カード６の誤挿入による操作から、コンタクト３を保護でき
る。
【００８８】
　このように、実施形態によるコネクタ１０は、第１カード５又は第２カード６の先端縁
に当接する係合爪４１０を有し、係合爪４１０は、第２カード６を凹部１１に挿入すると
、第２カード６が乗り上げる傾斜面４１ｓをカード当接面に有しているので、第２カード
６を凹部１１に挿入すると、第２カード６の先端縁がヘッダ１２ｈの先端縁に当接して、
第２カード６の進入を阻止できる。そして、コンタクト３を保護できる。
【００８９】
　本発明によるカード用コネクタは、カードの誤挿入に起因して、電気的誤接続によるデ
ータ消失を防止できると共に、誤接続によるカードの取り出しが容易である。本発明によ
るカード用コネクタは、カード内のデータを保護でき、コネクタを修理する手間と費用を
削減できる。
【符号の説明】
【００９０】
　１　ハウジング
　２　カバー板
　３　コンタクト
　４　イジェクト機構
　５　第１カード
　５ｓ　スロット
　５ｔ　第１接続端子
　６　第２カード
　６ｔ　第２接続端子
　１０　コネクタ（カード用コネクタ）
　１１　凹部
　１２ｈ　ヘッダ
　４１　スライド部材
　４１ｓ　傾斜面
　４１０　係合爪
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